(別紙１)


事業の実施内容及び成果に関する報告書

１　事業名
　　　２０２３年度自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する補助事業
２　事業の実施経過
　（１）事務手続関係
　　　　　２０２３年４月１８日　交付決定通知書交付式参加（４月１日付）
　　　　　　　　　　５月２６日　交付誓約書
　　　　　　　　　　６月３０日　精算払申請書提出
　　　　　　　　　　８月１０日　補助金受領　９，７５３，７５９円
　（２）事業関係　　　　
２０２３年４月２３日　愛三工業レーシングチームと走る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ツアー・オブ・ジャパンコース）
　　　　　　　　　　４月２３日　パフォーマンスアップ洗車講習会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（道の駅美濃にわか茶屋）
　　　　　　　　　　４月２３日～５月２４日　
　　　　　　　　　　　　　　　　ツアー・オブ・ジャパン＆
愛三工業レーシングサイクリングチーム特別展
（道の駅美濃にわか茶屋）
　　　　　　　　　　５月１４日　９：３０　第１回ボランティア説明会（美濃市体育館）
　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０　第２回ボランティア説明会（美濃市体育館）
　　　　　　　　　　５月１５日１９：００　第３回ボランティア説明会（美濃市体育館）　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　５月２４日　ツアー・オブ・ジャパン美濃ステージ開催　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　６月　３日　反省会（緑風荘）
　
３　実施内容及び成果
　（１）実施内容
　　　　　　ツアー・オブ・ジャパン美濃ステージ
　　　　　　開催期日　２０２３年５月２４日（水）　天候　晴　２８．８℃
　　　　　　美濃市内長良川・板取川沿いのＴＯＪ公認コース
　　　　　　一周　２１．０ｋｍの周回コースを６周　１３７．３ｋｍ走行
　　　　　　参加チーム　１６チーム（国内１０チーム・国外６チーム）
　（２）成果
　　　　（競技結果）
　　　　　　美濃ステージ優勝　　　ルーク・ランパーティ　（TRI）
個人総合時間数　　　　ネイサン・アール（JCL）
　　　　　　個人ポイント賞　　　　ルーク・ランパーティ　（TRI）
　　　　　　個人総合山岳賞　　　　レオネル・キンテロ・アルテアガ
（ヴィクトワール広島）
　　　　　　新人賞　　　　　　　　リアム・ジョンストン（TRI）
　　　　　　観客数　　　　　　　　２２，０００人（5月２４日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　事業実施に関して特許権、実用新案特許等を申請又は取得したときはその内容
　　　　　　なし
５　今後予想される効果
　　コロナ禍で4年振りの開催でしたが、多くのロード自転車ファンが観戦に訪れそのスピード感あふれるロードレースの展開を堪能していただけました。美濃ステージでは、コース内の定点カメラとモーターバイクの移動カメラ、ドローンによる上空からの映像を組み合わせて中継し、パレードスタート地点の「うだつの上がる町並み」、清流長良川・板取川沿いの景観や大矢田もみじ新トンネルなど、新緑のまばゆいコースを疾走する選手たちの姿を全国のファンにもお届けすることができました。
　TOJ美濃ステージコースをロード自転車で廻ったり、市内観光スポット等を巡る来訪者も増え宿泊にもつながっております。実行委員会として今後更なるロード自転車ファン獲得に向けてのPRやイベントの開催、美濃市の観光事業発展への寄与、市民や協賛企業からも継続的に支援していただける体制で進めていきます。
６　本事業により作成した印刷物（報告書等）
　　　　・ポスター　　　　　　　　　　　　　　　　６００枚
　　　　・バス掲示用ポスター　　　　　　　　　　　３００枚
　　　　・広報チラシ　　　　　　　　　　　　１６，０００枚

　　　　・観戦マップ　　　　　　　　　　　　１３，０００枚
７　報告事項
　　（１）審査・評価委員コメントへの対応状況
　　　　〇　評価委員による主な意見
　　　　　事業の成果（アウトカム）について追加で回答を求めましたが、次年度も継続して申請する場合、広告効果に関する記載を明記してください。
　　　　　TOJの開催運営費は地元業者を中心に投入され、毎回２万人以上の観客による消費行動とも合わせ大きな経済効果を生んでいます。ポスター、チラシを早い段階から県内の道の駅やサイクルショップ、宿泊施設等で掲示をして告知を進め一層の誘客を図ります。うだつの上がる町並みからのパレードスタートや景観も含めた魅力が広く認知されたTOJコースは美濃ステージの財産でもあり、実行委員会として地元の協力も得ながらプレイベントの開催やレース当日の物販充実など賑わいの創出に取り組み、社会経済効果を維持向上させていきます。
・２０２３年度の主な継続＆新規事業
	　項　目
	２０１９年度
（２０１８年８月～２０１９年６月）
	　　　２０２３年度
（２０２２年８月～２０２３年６月）

	安全対策
	〇　孤立集落対策
· 道路改良による安全柵の設置
	〇　同左
ゴール付近鉄柵に変更

	観戦案内
	〇　自転車観戦案内
　（参加者　１８８名　）
	〇　同左
（参加者　６０名）

	広報活動
	· ファトコンテスト入賞作品巡回展示　　　　　
(市役所ロビー・中央公民館・
図書館・勤労青少年ホーム・
美濃市体育館・美濃病院・
美濃和紙の里会館・道の駅美濃にわか茶屋・各ふれあいセンター）

〇　世界のロードレース写真
砂田弓弦撮影の巡回展示
　展示ヶ所　１１ヶ所（５ヶ所増：
美濃市内の農協各支店・商工会議所・道の駅）
○広報ＤＶＤ作成と活用
・ＴＯＪ美濃ステージの見所（７分間）を作成して、地元ケーブルＴＶの美濃市広報番組内で４月毎日　放映
・道の駅　ＴＯＪ展で放映
· ＯＫＢデジタルＣＭを作成して、ＯＫＢの各店舗で放映　　
放映店舗　岐阜地区・名古屋地区　　　　　　
	〇　3年開催中止のため展示写真
不足のため中止　　　　
　
〇砂田弓弦氏の撮影写真が
ないため中止


	· 関連イベント
	· TOJ特別展
　　期日　４月２７日～５月２２日
　場所　道の駅にわか茶屋
〇　愛三工業ＲＴ選手と走る
期　日　４月２７日
　　参加者　４２名
〇愛三工業ＲＴ選手３名・栗村修ディレクター
期日　　４月２７日
　場所　　道の駅にわか茶屋
期日　　４月２７日　　
	〇　同左
期日　４月２３日～５月２４日
場所　道の駅にわか茶屋
· 同左
期日　４月２３日
参加者　３０名
〇　コロナ感染防止のため中止

	
	　〇愛三工業ＲＴ激励会
＆ファン交流会
　期日　　４月２７日
　場所　　みの観光ホテル
　参加者　８２名
〇　児童・生徒のふれあい
愛三工業　西谷泰治コーチ
　　　　　渡辺翔太朗選手
期日　４月２４日
場所　美濃小学校（４年生）６４名
　　　美濃中学校（３年生）１２３名
〇ＴＯＪチラシの配布とグッズ販売
期日　４月２９日・５月１日
場所　うだつの上がる町並み
〇　自転車マナーアップ啓蒙＆自転車の点検
　　期日　　５月５日
　　場所　　道の駅にわか茶屋
　　来場者　５名
· ウィーラースクール開校
　　場所　美濃和紙の里会館駐車場
期日　５月２２日
対象　牧谷小学校６年生　２８名
	〇コロナ感染防止のため中止
〇コロナ感染防止のため中止
〇コロナ感染防止のため中止
〇 パフォーマンスアップ
洗車講習会
期日　　４月２３日
　場所　　道の駅にわか茶屋
参加者　３０名
〇コロナ感染防止のため中止


	オープニングセレモニ―
表彰式

	〇　オープニングセレモニ―
　　　吹奏楽演奏（武義高校）
　　　子供花みこし（清泰保育園）
　　　キッズダンス（児童　３２名）
〇　表彰式（プレゼンター：牧谷小５名）
〇　沿道での応援
（幼保育園・小学生・中学生）
　　　

	〇　同左
　　吹奏楽演奏（武義高校）
　　チアリーダー
（Bリーグバスケットボール
クラブ岐阜スゥープス）
〇表彰式（プレゼンター）
　市内銀行４行
〇　同左


	
	〇　ＴＯＪをより活性化するために地域住民との懇談会開催
　２０１９年
　１２月１３日　上牧地区自治会
　１２月１９日　藍見地区自治会
　１２月２０日　洲原地区自治会
　１２月２５日　大矢田地区自治会
　２０１９年　
　　１月１１日下牧地区自治会
　　１月１６日前野・安毛自治会
　　４月　９日下牧地区自治会
　　　　　（新自治会長を対象）
〇　企業ボランティアの募集
	〇　同左
　２０２３年
　１月１２日　下牧地区自治会
　１月１３日　前野・安毛自治会
　１月１９日　上牧地区自治会
　１月３１日　 大矢田地区自治会
　２月　２日　 藍見地区自治会
　　
　　
　
　　　　　
〇　同左


（２）継続事業の成果と意義
①　美濃市内の有力企業を中心に多くの方々から協賛をいただき、TOJ開催のPRにも一役買っていただいております。また、協賛企業には表彰式でのプレゼンターもお務めいただいております。
大会のポスターやチラシに使用するレース写真は毎回フォトコンテストを実施して募集・選定し、そのデザインは地元高校の美術部に依頼しております。開会式のセレモニーでは高校のブラスバンド部、保育園児のダンスや花みこしなどで市民にも協力をいただいており、地元での企画運営ができております。
②　多くの大会ボランティアは各自治会や体育協会、交通安全協会などに協力をいただき、また一般のロード自転車ファンからの参加もあり、携わったすべての人が感動を分かち合える一大イベントとして定着してきたことを実感しております。

③　近年はTOJコースを自転車で廻るファンが増え、コース沿線のお店からは自転車用の車立て設置の要望が出てきており貸与するかたちで支援をしております。美濃市の３大世界遺産やその他の観光スポットとも相まって数軒の宿泊施設が新たにオープンするなど観光事業の発展や美濃市活性化にも寄与してきました。　
④　地元の小・中学生とホームチームである愛三工業レーシングチームの選手がふれあうイベントを復活させ、自転車ロードレースをより身近に感じてもらい将来は選手として美濃ステージを走ることを目指すような夢のある取り組みを進めていきます。
⑤　美濃ステージではゴール地点が最大の見所となっています。今大会のフィニッシュにおいても54人がタイム差なしという集団スプリントが観られ、ホームチームである愛三工業レーシングチームの選手が5位に入るなど大いに盛り上がりました。4年振りの開催となった今大会ですが、多くのロード自転車ファンが戻ってきてくれて大きな手応えを感じております。次年度は早い時期から多方面に向けての開催PRやプレイベント等での告知を進め、より多くの観客がレースを楽しめる大会とし美濃市が県内でも数少ない国際イベントを今後も継続して開催できるよう進めていきます。
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